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16 (1) 代理者による入札参加は、「委任状」及び代理者の印鑑を持参するものとする。

(2)

(3)

(4)

17

川端 電話番号　092-581-4091　FAX番号　092-571-5594担 当 ：

令 和 8 年 10 月 7 日

問 い 合 わ せ 先

そ の 他

落 札 決 定 方 式

納 地

納 期

適 用 す る 契 約 条 項

契 約 書 等 の 作 成

入 札 の 無 効

保 証 金 等

入 札 方 法

入 札 参 加 資 格

契 約 方 法

契 約 条 項 を 示 す 場 所

前号により現に指名停止を受けている者と資本関係又は人的関係のある者であって、当該者と同種の
物品の売買又は製造若しくは役務請負について防衛省と契約を行おうとする者でないこと。
原則、現に指名停止を受けている者の下請負については認めないものとする。ただし真にやむを得な
い事由を防衛省　防衛装備庁長官　が認めた場合には、この限りではない。

予定価格の制限の範囲内で、最低価格をもって入札を行った者を落札者とする。

郵便等による入札の場合は、郵便の遅延等による事故を防止し、入札に万全を期すため、努めて入札
日の前日（土、日及び祝日を含まない）までに到着するよう、配達記録を有する手段により郵送するこ
と。その際、送付する封筒の表側に「入札件名　〇月〇日〇〇〇〇の入札書在中」と明記するととも
に、事前に下記の担当者まで電話で連絡すること。

入札保証金の納付を免除した場合において、落札者が契約を結ばないときは、入札書に記載された金
額に消費税及び地方消費税相当額を加算した金額の１００分の５に相当する金額を徴収することとす
る。

入札参加希望者は、入札開始前までにFAX等により、「資格審査結果通知書」の写しを提出するものと
する。その際、下記問い合わせ先に到着の有無を確認するものとする。

航空自衛隊西部航空警戒管制団　基地業務群　会計隊　契約班

816-0804

　航空自衛隊標準契約（請書）条項　物品売買契約（請書）条項及び適用契約条項

航空自衛隊西部航空警戒管制団　基地業務群会計隊　事務室

確定契約

防衛省競争参加資格（全省庁統一資格）「物品の販売」のＡ、Ｂ、Ｃ又はＤに格付けされた九州沖縄地
域の競争参加資格を有する者

落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の１０パーセントに相当する額を加算した金
額をもって落札価格とするので、入札者は、消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税事業
者であるかを問わず、見積もった契約金額の１１０分の１００に相当する金額（当該金額に一円未満の端数
があるときは、その端数金額を切り捨てる）をもって、申込みがあったものとする。なお、落札となるべき同
価の入札をした者が２名以上ある場合は、くじ引きにより落札者を決定する。

入札保証金：予算決算及び会計令（昭22勅165）第７７条第１項第２号により免除

契約保証金：予算決算及び会計令（昭22勅165）第１００条の３第３号により免除

(1)　第7項に示す入札参加資格がない者のした入札
(2)　入札に関する条件（入札及び契約心得並びに本公告等に示された条件等）に違反した入札

航空自衛隊海栗島分屯基地

令和 8 年 12 月 31 日

予算決算及び会計令（昭22勅165）第７０条の規定に該当する者でないこと。
なお、未成年者、被保佐人又は被補助人であって、契約締結のために必要な同意を得ている者は、同
条中、特別の理由がある場合に該当する。
予算決算及び会計令（昭22勅165）第71条の規定に該当する者でないこと。
防衛省　防衛装備庁長官　から又は航空幕僚長から「装備品等及び役務の調達に係る指名停止の要
領」に基づく指名停止の措置を受けている期間中の者でないこと。

福岡県春日市原町3-1-1

航空自衛隊西部航空警戒管制団　基地業務群会計隊　入札室

航空自衛隊西部航空警戒管制団

会計隊長　濵﨑　祥幸

公　　   　告
      下記により入札を実施するので、「入札（見積）及び契約心得」を同意のうえ参加すること。

記

入 札 に 付 す る 事 項

入 札 場 所

入 札 日 時

入 札 方 式 一般競争入札

令和 8 年 10 月 23 日 ( 金 ) 13時30分

「ガソリン2号ドラム　外3品目」



令和　　　年　　　月　　　日

申 込 者 住 所

会 社 名

代表者職位氏名

品  名（ 件 名 ） 規　　　　　格 単 位 数 量 単  価 金     額

契約担当官

航空自衛隊西部航空警戒管制団

会計隊長 濵﨑　祥幸

備    考

殿

納　　期 納　　地 航空自衛隊海栗島分屯基地

1,000

ガソリン2号ドラム

防衛省仕様書のとおり

L 600

軽油2号（免税）バル
ク

防衛省仕様書のとおり

L 32,000

灯油1号ドラム

防衛省仕様書のとおり

L 400

軽油2号（課税）ドラ
ム

防衛省仕様書のとおり

L

－　以　下　余　白　－

貴通知・公告に対し、入札心得・契約条項等承知のうえ、上記のとおり提出します。

金 額入　 札　

入　 札　書

￥
備　　　考（辞退理由等）



　当社は、　　　　　　　　　　　　を代理人と定め、下記の入札並びに

見積に関する一切の権限を委任します。

件　　名

　　代理人使用印鑑

契約担当官 　

会計隊長 濵﨑　祥幸 　　　殿

住　　　所

会　社　名

代 表 者 名

航空自衛隊西部航空警戒管制団

委　任　状

記

ガソリン2号ドラム　外３品目

令和8年10月23日



納　　地

品名 規格 単位 数量 単価 備考

ガソリン2号ドラム 防衛省仕様書のとおり L 1
軽油2号（課税）ドラ
ム 防衛省仕様書のとおり L 1

灯油1号ドラム 防衛省仕様書のとおり L 1
軽油2号（免税）バル
ク 防衛省仕様書のとおり L 1

航空自衛隊海栗島分屯基地

価　格　調　査

辞退される場合は辞退理由に〇を付けてください。
1　取扱無
2　納期内の納入不可
3　納地への納入不可
4　見積期限内までの回答不可
5　最低発注数量に満たない

6　営業範囲以外(営業許可無し)
7　多忙のため
8　その他(　　　　　　　　　　　　)
9　入札参加資格（有　　　　無）

住 所

会 社 名

代表者名
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 防 衛 省 仕 様 書 改 正 票 Ｄ Ｓ Ｐ 
  

 

Ｋ ２ ２０４ Ｅ（２） 

 
 

自動車ガソリン 
制定 昭和４７年４月１３日 

 改正 令和 ２年８月２１日 

（ＧＡＳＯＬＩＮＥ，ＡＵＴＯＭＯＴＩＶＥ） 

 

この改正票は，ＤＳＰ Ｋ ２２０４Ｅ（自動車ガソリン）についてのものであり，ＤＳＰ 

Ｋ ２２０４Ｅ（１）を含め累積記載されている。この改正票は，ＤＳＰ Ｋ ２２０４Ｅと

併用される。 

 

1.4 a) を次のように改める。 

a) 規格 

  ＪＩＳ Ｋ ２２０２   自動車ガソリン 

  ＪＩＳ Ｋ ２２４９－１ 原油及び石油製品－密度の求め方－第１部：振動法 

  ＪＩＳ Ｋ ２２４９－２ 原油及び石油製品－密度の求め方－第２部：浮ひょう法 

  ＪＩＳ Ｋ ２２４９－３ 原油及び石油製品－密度の求め方－第３部：ピクノメータ法 

   ＪＩＳ Ｋ ２２４９－４ 原油及び石油製品－密度の求め方－第４部：密度・質量・容量換算表 

  ＮＤＳ Ｚ ０００１   包装の総則 

 

1.4 c) 法令等 中 

  “工業標準化法（昭和２４年法律第１８５号）”を 

“産業標準化法（昭和２４年法律第１８５号）”に改める。 

 

5 その他の指示を次のように改める。 

5 その他の指示 

5.1 測定結果 

測定結果は，ＪＩＳ Ｋ ２２４９－１，ＪＩＳ Ｋ ２２４９－２，ＪＩＳ Ｋ ２２４９－３又はＪＩＳ Ｋ ２２４９－４に

よって，密度（１５ ℃）ｇ／ｃｍ３を測定した結果とする。 

5.2 成績書等 

 成績書等は，次による。 

a) 産業標準化法第１９条第１項の規定に基づく表示（ＪＩＳ Ｋ ２２０２に該当するものであることの表示）の許可を受けているものに

ついては，社内試験成績書とする。 

b) 5.2 a)以外のものについては，揮発油等の品質の確保に関する法律第１６条の２第１項，第１７条の３第２項及び第１７条の４第３項の規

定に基づき告示された分析機関の品質保証資料とする。 



 

 

 

 D S P 防 衛 省 仕 様 書 

 

自 動 車 ガ ソ リ ン 

Ｋ  ２ ２ ０ ４ Ｅ
 

制定 

改正 

昭和 ４７． ４．１３

 平成 ２１． ４．１３ 

（ＧＡＳＯＬＩＮＥ，AUTOMOTIVE） 

 

 

1  総則  

1.1 適用範囲  

この仕様書は、自動車の内燃機関又はこれに類似した内燃機関の燃料として使用する自動車ガソリンについて規定する。 

1.2 種類  

種類は，表１による。 

表１－種類 

種  類 物 品 番 号 納入区分 注  記 

１号 
９１３０－１６１－８６７２－５ バルク 

ＪＩＳ Ｋ ２２０２の１号のもの。
９１３０－１６１－８６７３－５ ドラム 

２号 
９１３０－２９９－０１２４－５ バルク 

ＪＩＳ Ｋ ２２０２の２号のもの。
９１３０－２９９－０１２５－５ ドラム 

1.3 製品の呼び方  

製品の呼び方は，仕様書の名称及び種類による。 

例 自動車ガソリン １号 

1.4 引用文書 

この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書の一部をなすものであり，入札書又

は見積書の提出時における最新版とする。 

a) 規格 

ＪＩＳ Ｋ ２２０２ 自動車ガソリン 

ＪＩＳ Ｋ ２２４９ 原油及び石油製品－密度試験方法及び密度・質量・容量換算表 

ＮＤＳ Ｚ ０００１ 包装の総則 

b) 仕様書 

ＤＳＰ Ｚ １００２ 鋼製ドラム，２００Ｌ 

c) 法令等 

工業標準化法（昭和２４年法律第１８５号） 

揮発油等の品質の確保等に関する法律（昭和５１年法律第８８号） 

2  製品に関する要求 

 品質は，次による。 

a) １号は，ＪＩＳ Ｋ ２２０２の１号による。 

b) ２号は，ＪＩＳ Ｋ ２２０２の２号による。 

3  品質保証 

検査は，ＪＩＳ Ｋ ２２０２によるものとし，それぞれ品質の規定に適合しなければならない。 

 

 

T

194297
ハイライト表示

194297
ハイライト表示



２． 

Ｋ ２２０４Ｅ 

 

4  出荷条件 

4.1 容器 

 容器は，ＤＳＰ Ｚ １００２に規定する鋼製ドラムとする。防衛省のドラムに入れて納入する場合は，所要の修理及び完 

全な洗浄を行い，その外面塗装は，ＤＳＰ Ｚ １００２ に規定する塗料，塗色とする。 

4.2 表示 

表示は，ＮＤＳ Ｚ ０００１による。ただし，陸上・海上・航空各自衛隊の標識は，“防衛省”と替えて表示する。 

なお，特にドラム胴部に標識線を施す場合は，調達要領指定書により指定するものとする。 

4.3 納入単位   

納入単位は，１５℃における容量（Ｌ）とする。ただし，バルク調達のうちタンクローリーで納入する際は，特に指定しない限り，

温度換算は行わないものとする。 

5  その他の指示  

納入の際，以下の成績書等を提出するものとする。 

5.1 測定結果 

 測定結果は，ＪＩＳ Ｋ ２２４９によって，密度（１５℃）ｇ／㎝３を測定した結果とする。 

5.2  成績書等 

  成績書等は，次による。 

a) 工業標準化法第１９条第１項の規定に基づく表示（ＪＩＳ Ｋ ２２０２に該当するものであることの表示）の許可を受

けているものについては，社内試験成績書とする。 

b) 前 a)以外のものについては，揮発油等の品質の確保等に関する法律第１６条の２第１項，第１７条の３第２項及び第１７条

の４第３項の規定に基づき告示された分析機関の品質保証資料とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原案作成部課等名 ： 陸上自衛隊 補給統制本部需品部 

 



 
防衛省仕様書改正票 Ｄ Ｓ Ｐ 

   Ｚ １００２Ｆ（２）  

  鋼製ドラム，２００Ｌ 

 

制定 昭和４４年 ３月１５日 

    改正 令和 ３年１１月２９日 

（ＤＲＵＭ，ＳＨＩＰＰＩＮＧ ＡＮＤ ＳＴＯＲＡＧＥ） 

この改正票は，ＤＳＰ Ｚ １００２Ｆ（鋼製ドラム，２００Ｌ）についてのもの

であり，ＤＳＰ Ｚ １００２Ｆ（１）を含め累積記載されている。この改正票は

ＤＳＰ Ｚ １００２Ｆと併用される。 

 

1.4 a) 規格 中  

 “ＪＩＳ Ｋ ５６００－７－７ 塗料一般試験方法－第７部：塗膜の長期耐久性－第７節：促進耐候性（キセノンランプ

法）” を “ＪＩＳ Ｋ ５６００－７－７ 塗料一般試験方法－第７部：塗膜の長期耐久性－第７節：促進耐候性及び促進耐

光性（キセノンランプ法）” に 

“ＪＩＳ Ｚ １６０１ 鋼性タイトヘッドドラム” を “ＪＩＳ Ｚ １６０１ 鋼製タイトヘッドドラム” に改める。 

 

1.4 b) 法令等 中 “工業標準化法（昭和２４年法律第１８５号）” を “産業標準化法（昭和２４年法律第１８５号）” に改める。 

 

2.1 認定 中 “工業標準化法（昭和２４年法律第１８５号）” を “産業標準化法（昭和２４年法律第１８５号）”に改める。 

 

3 品質保証 を次のように改める。 

3 品質保証 

検査は，表２によるほか，契約担当官等の定める監督及び検査実施要領による。 

  



２． 

Ｚ １００２Ｆ（２） 

 
表２―品質保証 

検 査 項 目  試 験 方 法  判 定 基 準  

材 料   2.2の規 定 による。 

構 造 ・形 状 ・寸 法 ・容 量 ・質 量  2.3の規 定 による。 

口 金  2.4の規 定 による。 

塗 装  2.5の規 定 による。 

品 質  外 観  2.6の規 定 による。 

性 能  気 密 性  危 険 物 船 舶 運 送 及 び貯 蔵 規 則

第 １１３条 に基 づいて，登 録 検 査

機 関 ２ ） が 定 め た「 危 険 物 の 容 器

及 び 包 装 の 検 査 試 験 基 準 （ 小

型 容 器 ）」による。（以 下 ，危 険 物

の 容 器 及 び 包 装 の 検 査 試 験 基

準 （小 型 容 器 ）という。） 

危 険 物 の 容 器 及 び 包 装 の 検 査

試 験 基 準 （ 小 型 容 器 ） の 規 定 に

よる。 落 下 強 度  

耐 圧 （水 圧 ）性  

積 重 ね強 度  

製 品 の表 示   2.7の規 定 による。 

注 2 )  （一 財 ）日 本 舶 用 品 検 定 協 会  

 

 

4.1 承認用見本等 を次 のように改 める。 

4.1 承認用見本等 

契 約 の相 手 方 は，外 面 塗 装 に産 業 標 準 化 法 に基 づく認 証 を受 けていない同 等 品 を使 用 する場 合 は，外

面 塗 料 の製 品 検 査 証 明 書 又 はこれに準 ずるもの ３ ）を契 約 担 当 官 等 に３部 提 出 するものとする。また，特 に調

達 要 領 指 定 書 によって指 定 する場 合 は，外 面 塗 料 の色 見 本 （２００㎜×５０㎜のブリキ板 に塗 装 を施 したもの。）

を３部 提 出 し，承 認 を得 なければならない。 

注 3 )  フタル酸 樹 脂 エナメルの場 合 は，Ｊ ＩＳ  Ｋ  ５ ５７２ の試 験 項 目 のうち，耐 屈 曲 性 ，引 っかき硬

度 （鉛 筆 法 ），耐 水 性 ，耐 酸 性 及 び促 進 耐 候 性 の試 験 結 果 が記 載 されていなければならない。アミノア

ルキド樹 脂 塗 料 の場 合 は，ＪＩＳ  Ｋ  ５６５１ の試 験 項 目 のうち，付 着 性 （クロスカット値 ），耐 衝

撃 性 （デュポン式 ），鉛 筆 引 っかき値 （試 験 器 法 ），耐 屈 曲 性 ，耐 水 性 ，耐 アルカリ性 ，耐 酸 性 ，耐 塩 水

噴 霧 性 及 び促 進 耐 候 性 及 び促 進 耐 光 性 （キセノンランプ法 ）の試 験 結 果 が記 載 されていなければなら

ない。 

 

4.2 提出書類 b) を次 のように改 める。 

b) 契 約 の相 手 方 は，危 険 物 輸 送 容 器 に該 当 する場 合 は，（一 財 ）日 本 舶 用 品 検 定 協 会 の発 行 した危 険

物 容 器 検 査 証 又 はその写 しを納 入 場 所 に１部 提 出 するものとする。 

 

原 案 作 成 部 課 等 名  を次 のとおり改 める。 

原 案 作 成 部 課 等 名 ：航 空 自 衛 隊  補 給 本 部 需 品 部  

 



Ｄ Ｓ Ｐ防 衛 省 仕 様 書

Ｚ １ ０ ０ ２ Ｆ
制定 昭和４４ ３．１５．鋼製ドラム，２００Ｌ
改正 平成２２．１２．２８

（ＤＲＵＭ，ＳＨＩＰＰＩＮＧ ＡＮＤ ＳＴＯＲＡＧＥ）

1 総則

1.1 適用範囲

この仕様書は，石油又はこれと類似の非腐食性液体の貯蔵及び輸送に容器として用いる呼び容量２００ Ｌの鋼製ドラム（以

下，ドラムという。）について規定する。

1.2 種類

種類は， による。表１

表１－種類

種類 物品番号

１．２ ㎜ ８１１０－１６２－２１１４－５

１．６ ㎜ ８１１０－０１１－９９５３－５

1.3 製品の呼び方

製品の呼び方は，仕様書の名称及び種類による。

鋼製ドラム，２００ Ｌ，１．２ ㎜例

1.4 引用文書

この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書の一部を成すものであり，入札書

又は見積書の提出時における最新版とする。

a) 規格

フタル酸樹脂エナメルＪＩＳ Ｋ ５５７２

塗料一般試験方法－第５部：塗膜の機械的性質－第１節：耐屈曲性（円筒形マンＪＩＳ Ｋ ５６００－５－１

ドレル法）

塗料一般試験方法－第５部：塗膜の機械的性質－第３節：耐おもり落下性ＪＩＳ Ｋ ５６００－５－３

塗料一般試験方法－第５部：塗膜の機械的性質－第４節：引っかき硬度（鉛筆法）ＪＩＳ Ｋ ５６００－５－４

塗料一般試験方法－第５部：塗膜の機械的性質－第６節：付着性（クロスカット法）ＪＩＳ Ｋ ５６００－５－６

塗料一般試験方法－第６部：塗膜の化学的性質－第１節：耐液体性（一般的方法）ＪＩＳ Ｋ ５６００－６－１

塗料一般試験方法－第６部：塗膜の化学的性質－第２節：耐液体性（水浸せき法）ＪＩＳ Ｋ ５６００－６－２

塗料一般試験方法－第７部：塗膜の長期耐久性－第１節：耐中性塩水噴霧性ＪＩＳ Ｋ ５６００－７－１

塗料一般試験方法－第７部：塗膜の長期耐久性－第７節：促進耐候性（キセノンラＪＩＳ Ｋ ５６００－７－７

ンプ法）

アミノアルキド樹脂塗料ＪＩＳ Ｋ ５６５１

鋼性タイトヘッドドラムＪＩＳ Ｚ １６０１

鋼製ドラム用口金ＪＩＳ Ｚ １６０４

標準色ＮＤＳ Ｚ ８２０１

法令等b)

工業標準化法（昭和２４年法律第１８５号）

194297
ハイライト表示

194297
ハイライト表示



２

Ｚ １００２Ｆ

危険物船舶運送及び貯蔵規則（昭和３２年運輸省令第３０号）

2 製品に関する要求

2.1 認定

この仕様書で調達される製品は，工業標準化法（昭和２４年法律第１８５号）の第１９条第１項の規定に基づく表示 の許可を1）

受けたものであるとともに，特に調達要領指定書によって指定する場合を除き，危険物船舶運送及び貯蔵規則第１１３条の規

定に基づく検査に合格した容器でなければならない。

に該当するものであることの表示。注 ＪＩＳ Ｚ １６０１1）

2.2 材料

ＪＩＳ Ｚ １６０１ ＪＩＳ Ｋ ５５７２ ＪＩＳ Ｋ ５６材料は， による。ただし，塗料については の２種若しくは

の２種２号又はこれらの同等品とし，塗色は の色番号２３１４ ＯＤ色とする。５１ ＮＤＳ Ｚ ８２０１

2.3 構造・形状・寸法・容量・質量

のドラムタイプＣ Ｍ級及びドラムタイプＣ Ｈ級の溶接ドラ構造，形状，寸法，容量及び質量は，ＪＩＳ Ｚ １６０１

ムのものによる。ただし，ドラム（ドラムタイプＣ Ｈ級）の胴体と天板及び地板は，ダブルシームで巻き締めをし，溶接により接

合したものとする。

2.4 口金

口金は， の で規定された，Ｇ２（大）及びＧ ／ （小）を用いる。プラグは，鋼製プラグ（ユニＪＩＳ Ｚ １６０４ 附属書Ｃ ３
４

クロめっき）とし，フランジ（ユニクロめっき）は圧入形とする。

2.5 塗装

塗装は， による。ただし，外面には， の塗料を塗装するものとし，乾燥塗膜の厚さは，１０ μｍＪＩＳ Ｚ １６０１ 2.2

～２５ μｍとする。

2.6 品質

品質は， による。ＪＩＳ Ｚ １６０１

2.7 製品の表示

製品の表示は， によるほか，危険物船舶運送及び貯蔵規則第１１３条の規定に基づく検査に合格しＪＩＳ Ｚ １６０１

た容器（以下，危険物輸送容器という。）は，効力を有する表示をドラム胴体及び地板の見やすい位置に表示する。

3 品質保証

検査は， によるほか，契約担当官等の定める監督及び検査実施要領による。表２

表２－品質保証

検査項目 試験方法 判定基準

の規定による。材料 2.2

の規定による。構造・形状・寸法・容量・質量 2.3

の規定による。口金 2.4

の規定による。塗装 2.5

の規定による。品質 外観 2.6

（ ）性 気密性 による。 のＪＩＳ Ｚ １６０１ ＪＩＳ Ｚ １６０１ 附属書１ 規定

能 落下強度 による。

耐圧性



３．

Ｚ １００２Ｆ

（続き）表２－品質保証

検査項目 試験方法 判定基準

ＪＩＳ Ｚ １６０１ ＪＩＳ Ｚ １６０１ 附属書１（規定）品質 性 積重ね強度 による。 の

能 による。

の規定による。2.7

4 その他の指示

4.1 承認用見本等

契約の相手方は，外面塗装に工業標準化法に基づく認証を受けていない同等品を使用する場合は，外面塗料の製品検査

証明書又はこれに準ずるもの を契約担当官等に３部提出するものとする。また，特に調達要領指定書によって指定する場合２）

は，外面塗料の色見本（２００ ㎜×５０ ㎜のブリキ板に塗装を施したもの。）を３部提出し，承認を得なければならない。

フタル酸樹脂エナメルの場合は， の試験項目のうち，耐屈曲性，引っかき硬度（鉛筆法），耐注 ＪＩＳ Ｋ ５５７２２）

ＪＩ水性，耐酸性及び促進耐候性の試験結果が記載されていなければならない。アミノアルキド樹脂塗料の場合は，

の試験項目のうち，付着性（クロスカット値），耐衝撃性（デュポン式），鉛筆引っかき値（試験器Ｓ Ｋ ５６５１

法），耐屈曲性，耐水性，耐アルカリ性，耐酸性，耐塩水噴霧性及び促進耐候性（キセノンランプ法）の試験結果が記

載されていなければならない。

4.2 提出書類

提出書類は，次による。

契約の相手方は， に基づく品質証明書及び社内試験成績書の写しを納入場所に１部提出するもa) ＪＩＳ Ｚ １６０１

のとする。

契約の相手方は，危険物輸送容器に該当する場合は，（財）日本舶用品検定協会の発行した危険物容器検査証又はそb)

の写しを納入場所に１部提出するものとする。

原案作成部課等名：航空自衛隊 補給本部第１部



防 衛 省 仕 様 書 改 正 票           Ｄ Ｓ Ｐ 

                           Ｋ ２２０９Ｅ（２） 
軽      油            制定 昭和４８年３月３０日 

改正 令和 ２年８月２１日 

（ＤＩＥＳＥＬ ＦＵＥＬ） 

 

この改正票は，ＤＳＰ Ｋ ２２０９Ｅ（軽油）についてのものであり，ＤＳＰ 

Ｋ ２２０９Ｅ（１）を含め累積記載されている。この改正票はＤＳＰ Ｋ ２

２０９Ｅと併用される。 

 

1.4 a) 規格 中  

“ＪＩＳ Ｋ ２２４９ 原油及び石油製品－密度試験方法及び密度・質量・容量換算表” を 

“ＪＩＳ Ｋ ２２４９－１ 原油及び石油製品－密度の求め方－第１部：振動法 

ＪＩＳ Ｋ ２２４９－２ 原油及び石油製品－密度の求め方－第２部：浮ひょう法 

ＪＩＳ Ｋ ２２４９－３ 原油及び石油製品－密度の求め方－第３部：ピクノメータ法 

ＪＩＳ Ｋ ２２４９－４ 原油及び石油製品－密度の求め方－第４部：密度・質量・容量換算表” に改める。 

 

1.4 c) 法令等 中  

   “工業標準化法（昭和２４年法律第１８５号）”を 

   “産業標準化法（昭和２４年法律第１８５号）”に改める。 

 

5.1 測定結果 

“測定結果は，ＪＩＳ Ｋ ２２４９によって，密度（15℃）ｇ／ｃｍ3 を測定した結果とする。” を 

“測定結果は，ＪＩＳ Ｋ ２２４９－１，ＪＩＳ Ｋ ２２４９－２，ＪＩＳ Ｋ ２２４９－３又はＪＩＳ Ｋ 

２２４９－４によって，密度（１５ ℃）ｇ／ｃｍ3 を測定した結果とする。” に改める。 

 

5.2 成績書等 中 

“ a) 工業標準化法第１９条第１項の規定に基づく表示（ＪＩＳ Ｋ ２２０４に該当するものであることの表示）の許可を

受けているものについては，社内試験成績書とする。” を 

“ a) 産業標準化法第１９条第１項の規定に基づく表示（ＪＩＳ Ｋ ２２０４に該当するものであることの表示）の許可を

受けているものについては，社内試験成績書とする。” に改める。 

 

原案作成部課等名を次のように改める。 

原案作成部課等名 ： 防衛装備庁 調達管理部調達企画課類別・標準化企画室 

 

 

 



 

 

 

 D S P 防 衛 省 仕 様 書

 

軽 油 

Ｋ ２ ２ ０ ９ Ｅ
制定 

改正 

昭和 ４８． ３．３０

平成 ２１． ４．１３ 

（ＤＩＥＳＥＬ  ＦＵＥＬ） 

 

 

1 総則  

1.1 適用範囲  

この仕様書は，ディーゼル機関及び艦船のガスタービン並びにボイラーの燃料として使用する軽油について規定する。 

1.2 種類  

種類は，表１による。 

表１－種類 

種  類 物 品 番 号 納入区分 注    記 

特１号 
９１４０－４１８－３１８４－５ バルク 

ＪＩＳ Ｋ ２２０４の特１号のもの。
９１４０－４１８－３１８５－５ ドラム 

特１号（免税） 
９１４０－１６５－６７２３－５ バルク 

９１４０－１６５－６７２４－５ ドラム 

1 号 
９１４０－２９９－０２０２－５ バルク 

ＪＩＳ Ｋ ２２０４の１号のもの。 
９１４０－２９９－０２０３－５ ドラム 

1 号（免税） 
９１４０－１６５－６７２５－５ バルク 

９１４０－１６５－６７２６－５ ドラム 

2 号 
９１４０－００２－９６９１－５ バルク 

ＪＩＳ Ｋ ２２０４の２号のもの。 
９１４０－００１－９４１５－５ ドラム 

2 号（免税） 
９１４０－１６５－６７２７－５ バルク 

９１４０－１６５－６７２８－５ ドラム 

2 号（艦船用） 

（免税） 
９１４０－３１７－１９５３－５ バルク 

引火点，流動点，蒸留性状９０％留出

温度及び目詰まり点を除き，ＪＩＳ

Ｋ ２２０４の２号のもの。 

3 号 
９１４０－００２－９６９２－５ バルク 

ＪＩＳ Ｋ ２２０４の３号のもの。 

９１４０－００１－９４１４－５ ドラム 

3 号（免税） 
９１４０－１６５－６７２９－５ バルク 

９１４０－１６５－６７３０－５ ドラム 

4 号 
９１４０－００２－９６９３－５ バルク 

ＪＩＳ Ｋ ２２０４の特３号のもの。
９１４０－００１－９４１３－５ ドラム 

4 号（免税） 
９１４０－１６５－６７３１－５ バルク 

９１４０－１６５－６７３２－５ ドラム 

1.3 製品の呼び方  

製品の呼び方は，仕様書の名称及び種類による。 

例 軽油 特１号 

1.4 引用文書 

この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書の一部をなすものであり，入札書又

は見積書の提出時における最新版とする。 

 

T
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２． 

Ｋ ２２０９Ｅ 

a) 規格 

ＪＩＳ Ｋ ２２０４ 軽油 

ＪＩＳ Ｋ ２２４９ 原油及び石油製品－密度試験方法及び密度・質量・容量換算表 

ＮＤＳ Ｚ ０００１ 包装の総則 

b) 仕様書 

ＤＳＰ Ｚ １００２ 鋼製ドラム，２００Ｌ 

c) 法令等 

工業標準化法（昭和２４年法律第１８５号） 

揮発油等の品質の確保等に関する法律（昭和５１年法律第８８号） 

2  製品に関する要求 

 品質は次による。 

a) 特１号及び特１号（免税）は，ＪＩＳ Ｋ ２２０４の特１号による。 

b) １号及び１号（免税）は，ＪＩＳ Ｋ ２２０４の１号による。 

c) ２号及び２号（免税）は，ＪＩＳ Ｋ ２２０４の２号による。 

d) ２号（艦船用）（免税）は，ＪＩＳ Ｋ ２２０４の２号による。ただし，引火点は６１℃を超えるものとし，流動点及び目詰

まり点は特に調達要領指定書で指定する場合を除き，流動点は－５℃以下，目詰まり点は－２℃以下とする。また，蒸留

性状９０％留出温度は３６０℃以下とする。 

e) ３号及び３号（免税）は，ＪＩＳ Ｋ ２２０４の３号による。 

f) ４号及び４号（免税）は，ＪＩＳ Ｋ ２２０４の特３号による。 

3  品質保証 

検査は，ＪＩＳ Ｋ ２２０４によるものとし，それぞれ品質の規定に適合しなければならない。 

4  出荷条件 

4.1 容器 

 容器は，ＤＳＰ Ｚ １００２に規定する鋼製ドラムとする。防衛省のドラムに入れて納入する場合は，所要の修理及び

完全な洗浄を行い，その外面塗装は，ＤＳＰ Ｚ １００２ に規定する塗料，塗色とする。 

4.2 表示 

表示は，ＮＤＳ Ｚ ０００１による。ただし，陸上・海上・航空各自衛隊の標識は，“防衛省”と替えて表示する。 

4.3 納入単位 

納入単位は，１５℃における容量（Ｌ）とする。ただし，バルク調達のうちタンクローリーで納入する際は，特に指定しない限り，

温度換算は行わないものとする。 

5  その他の指示  

納入の際，以下の成績書等を提出するものとする。 

5.1  測定結果 

測定結果は，ＪＩＳ Ｋ ２２４９によって，密度（１５℃）ｇ／㎝３を測定した結果とする。 

5.2  成績書等 

 成績書等は次による。 

a) 工業標準化法第１９条第１項の規定に基づく表示（ＪＩＳ Ｋ ２２０４に該当するものであることの表示）の許可を受けている

ものについては，社内試験成績書とする。 

b) 前 a)以外のものについては，揮発油等の品質の確保等に関する法律第１６条の２第１項，第１７条の３第２項及び第１７条

の４第３項の規定に基づき告示された分析機関の品質保証資料とする。 



 
防衛省仕様書改正票 Ｄ Ｓ Ｐ 

   Ｚ １００２Ｆ（２）  

  鋼製ドラム，２００Ｌ 

 

制定 昭和４４年 ３月１５日 

    改正 令和 ３年１１月２９日 

（ＤＲＵＭ，ＳＨＩＰＰＩＮＧ ＡＮＤ ＳＴＯＲＡＧＥ） 

この改正票は，ＤＳＰ Ｚ １００２Ｆ（鋼製ドラム，２００Ｌ）についてのもの

であり，ＤＳＰ Ｚ １００２Ｆ（１）を含め累積記載されている。この改正票は

ＤＳＰ Ｚ １００２Ｆと併用される。 

 

1.4 a) 規格 中  

 “ＪＩＳ Ｋ ５６００－７－７ 塗料一般試験方法－第７部：塗膜の長期耐久性－第７節：促進耐候性（キセノンランプ

法）” を “ＪＩＳ Ｋ ５６００－７－７ 塗料一般試験方法－第７部：塗膜の長期耐久性－第７節：促進耐候性及び促進耐

光性（キセノンランプ法）” に 

“ＪＩＳ Ｚ １６０１ 鋼性タイトヘッドドラム” を “ＪＩＳ Ｚ １６０１ 鋼製タイトヘッドドラム” に改める。 

 

1.4 b) 法令等 中 “工業標準化法（昭和２４年法律第１８５号）” を “産業標準化法（昭和２４年法律第１８５号）” に改める。 

 

2.1 認定 中 “工業標準化法（昭和２４年法律第１８５号）” を “産業標準化法（昭和２４年法律第１８５号）”に改める。 

 

3 品質保証 を次のように改める。 

3 品質保証 

検査は，表２によるほか，契約担当官等の定める監督及び検査実施要領による。 

  



２． 

Ｚ １００２Ｆ（２） 

 
表２―品質保証 

検 査 項 目  試 験 方 法  判 定 基 準  

材 料   2.2の規 定 による。 

構 造 ・形 状 ・寸 法 ・容 量 ・質 量  2.3の規 定 による。 

口 金  2.4の規 定 による。 

塗 装  2.5の規 定 による。 

品 質  外 観  2.6の規 定 による。 

性 能  気 密 性  危 険 物 船 舶 運 送 及 び貯 蔵 規 則

第 １１３条 に基 づいて，登 録 検 査

機 関 ２ ） が 定 め た「 危 険 物 の 容 器

及 び 包 装 の 検 査 試 験 基 準 （ 小

型 容 器 ）」による。（以 下 ，危 険 物

の 容 器 及 び 包 装 の 検 査 試 験 基

準 （小 型 容 器 ）という。） 

危 険 物 の 容 器 及 び 包 装 の 検 査

試 験 基 準 （ 小 型 容 器 ） の 規 定 に

よる。 落 下 強 度  

耐 圧 （水 圧 ）性  

積 重 ね強 度  

製 品 の表 示   2.7の規 定 による。 

注 2 )  （一 財 ）日 本 舶 用 品 検 定 協 会  

 

 

4.1 承認用見本等 を次 のように改 める。 

4.1 承認用見本等 

契 約 の相 手 方 は，外 面 塗 装 に産 業 標 準 化 法 に基 づく認 証 を受 けていない同 等 品 を使 用 する場 合 は，外

面 塗 料 の製 品 検 査 証 明 書 又 はこれに準 ずるもの ３ ）を契 約 担 当 官 等 に３部 提 出 するものとする。また，特 に調

達 要 領 指 定 書 によって指 定 する場 合 は，外 面 塗 料 の色 見 本 （２００㎜×５０㎜のブリキ板 に塗 装 を施 したもの。）

を３部 提 出 し，承 認 を得 なければならない。 

注 3 )  フタル酸 樹 脂 エナメルの場 合 は，Ｊ ＩＳ  Ｋ  ５ ５７２ の試 験 項 目 のうち，耐 屈 曲 性 ，引 っかき硬

度 （鉛 筆 法 ），耐 水 性 ，耐 酸 性 及 び促 進 耐 候 性 の試 験 結 果 が記 載 されていなければならない。アミノア

ルキド樹 脂 塗 料 の場 合 は，ＪＩＳ  Ｋ  ５６５１ の試 験 項 目 のうち，付 着 性 （クロスカット値 ），耐 衝

撃 性 （デュポン式 ），鉛 筆 引 っかき値 （試 験 器 法 ），耐 屈 曲 性 ，耐 水 性 ，耐 アルカリ性 ，耐 酸 性 ，耐 塩 水

噴 霧 性 及 び促 進 耐 候 性 及 び促 進 耐 光 性 （キセノンランプ法 ）の試 験 結 果 が記 載 されていなければなら

ない。 

 

4.2 提出書類 b) を次 のように改 める。 

b) 契 約 の相 手 方 は，危 険 物 輸 送 容 器 に該 当 する場 合 は，（一 財 ）日 本 舶 用 品 検 定 協 会 の発 行 した危 険

物 容 器 検 査 証 又 はその写 しを納 入 場 所 に１部 提 出 するものとする。 

 

原 案 作 成 部 課 等 名  を次 のとおり改 める。 

原 案 作 成 部 課 等 名 ：航 空 自 衛 隊  補 給 本 部 需 品 部  

 



Ｄ Ｓ Ｐ防 衛 省 仕 様 書

Ｚ １ ０ ０ ２ Ｆ
制定 昭和４４ ３．１５．鋼製ドラム，２００Ｌ
改正 平成２２．１２．２８

（ＤＲＵＭ，ＳＨＩＰＰＩＮＧ ＡＮＤ ＳＴＯＲＡＧＥ）

1 総則

1.1 適用範囲

この仕様書は，石油又はこれと類似の非腐食性液体の貯蔵及び輸送に容器として用いる呼び容量２００ Ｌの鋼製ドラム（以

下，ドラムという。）について規定する。

1.2 種類

種類は， による。表１

表１－種類

種類 物品番号

１．２ ㎜ ８１１０－１６２－２１１４－５

１．６ ㎜ ８１１０－０１１－９９５３－５

1.3 製品の呼び方

製品の呼び方は，仕様書の名称及び種類による。

鋼製ドラム，２００ Ｌ，１．２ ㎜例

1.4 引用文書

この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書の一部を成すものであり，入札書

又は見積書の提出時における最新版とする。

a) 規格

フタル酸樹脂エナメルＪＩＳ Ｋ ５５７２

塗料一般試験方法－第５部：塗膜の機械的性質－第１節：耐屈曲性（円筒形マンＪＩＳ Ｋ ５６００－５－１

ドレル法）

塗料一般試験方法－第５部：塗膜の機械的性質－第３節：耐おもり落下性ＪＩＳ Ｋ ５６００－５－３

塗料一般試験方法－第５部：塗膜の機械的性質－第４節：引っかき硬度（鉛筆法）ＪＩＳ Ｋ ５６００－５－４

塗料一般試験方法－第５部：塗膜の機械的性質－第６節：付着性（クロスカット法）ＪＩＳ Ｋ ５６００－５－６

塗料一般試験方法－第６部：塗膜の化学的性質－第１節：耐液体性（一般的方法）ＪＩＳ Ｋ ５６００－６－１

塗料一般試験方法－第６部：塗膜の化学的性質－第２節：耐液体性（水浸せき法）ＪＩＳ Ｋ ５６００－６－２

塗料一般試験方法－第７部：塗膜の長期耐久性－第１節：耐中性塩水噴霧性ＪＩＳ Ｋ ５６００－７－１

塗料一般試験方法－第７部：塗膜の長期耐久性－第７節：促進耐候性（キセノンラＪＩＳ Ｋ ５６００－７－７

ンプ法）

アミノアルキド樹脂塗料ＪＩＳ Ｋ ５６５１

鋼性タイトヘッドドラムＪＩＳ Ｚ １６０１

鋼製ドラム用口金ＪＩＳ Ｚ １６０４

標準色ＮＤＳ Ｚ ８２０１

法令等b)

工業標準化法（昭和２４年法律第１８５号）
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２

Ｚ １００２Ｆ

危険物船舶運送及び貯蔵規則（昭和３２年運輸省令第３０号）

2 製品に関する要求

2.1 認定

この仕様書で調達される製品は，工業標準化法（昭和２４年法律第１８５号）の第１９条第１項の規定に基づく表示 の許可を1）

受けたものであるとともに，特に調達要領指定書によって指定する場合を除き，危険物船舶運送及び貯蔵規則第１１３条の規

定に基づく検査に合格した容器でなければならない。

に該当するものであることの表示。注 ＪＩＳ Ｚ １６０１1）

2.2 材料

ＪＩＳ Ｚ １６０１ ＪＩＳ Ｋ ５５７２ ＪＩＳ Ｋ ５６材料は， による。ただし，塗料については の２種若しくは

の２種２号又はこれらの同等品とし，塗色は の色番号２３１４ ＯＤ色とする。５１ ＮＤＳ Ｚ ８２０１

2.3 構造・形状・寸法・容量・質量

のドラムタイプＣ Ｍ級及びドラムタイプＣ Ｈ級の溶接ドラ構造，形状，寸法，容量及び質量は，ＪＩＳ Ｚ １６０１

ムのものによる。ただし，ドラム（ドラムタイプＣ Ｈ級）の胴体と天板及び地板は，ダブルシームで巻き締めをし，溶接により接

合したものとする。

2.4 口金

口金は， の で規定された，Ｇ２（大）及びＧ ／ （小）を用いる。プラグは，鋼製プラグ（ユニＪＩＳ Ｚ １６０４ 附属書Ｃ ３
４

クロめっき）とし，フランジ（ユニクロめっき）は圧入形とする。

2.5 塗装

塗装は， による。ただし，外面には， の塗料を塗装するものとし，乾燥塗膜の厚さは，１０ μｍＪＩＳ Ｚ １６０１ 2.2

～２５ μｍとする。

2.6 品質

品質は， による。ＪＩＳ Ｚ １６０１

2.7 製品の表示

製品の表示は， によるほか，危険物船舶運送及び貯蔵規則第１１３条の規定に基づく検査に合格しＪＩＳ Ｚ １６０１

た容器（以下，危険物輸送容器という。）は，効力を有する表示をドラム胴体及び地板の見やすい位置に表示する。

3 品質保証

検査は， によるほか，契約担当官等の定める監督及び検査実施要領による。表２

表２－品質保証

検査項目 試験方法 判定基準

の規定による。材料 2.2

の規定による。構造・形状・寸法・容量・質量 2.3

の規定による。口金 2.4

の規定による。塗装 2.5

の規定による。品質 外観 2.6

（ ）性 気密性 による。 のＪＩＳ Ｚ １６０１ ＪＩＳ Ｚ １６０１ 附属書１ 規定

能 落下強度 による。

耐圧性



３．

Ｚ １００２Ｆ

（続き）表２－品質保証

検査項目 試験方法 判定基準

ＪＩＳ Ｚ １６０１ ＪＩＳ Ｚ １６０１ 附属書１（規定）品質 性 積重ね強度 による。 の

能 による。

の規定による。2.7

4 その他の指示

4.1 承認用見本等

契約の相手方は，外面塗装に工業標準化法に基づく認証を受けていない同等品を使用する場合は，外面塗料の製品検査

証明書又はこれに準ずるもの を契約担当官等に３部提出するものとする。また，特に調達要領指定書によって指定する場合２）

は，外面塗料の色見本（２００ ㎜×５０ ㎜のブリキ板に塗装を施したもの。）を３部提出し，承認を得なければならない。

フタル酸樹脂エナメルの場合は， の試験項目のうち，耐屈曲性，引っかき硬度（鉛筆法），耐注 ＪＩＳ Ｋ ５５７２２）

ＪＩ水性，耐酸性及び促進耐候性の試験結果が記載されていなければならない。アミノアルキド樹脂塗料の場合は，

の試験項目のうち，付着性（クロスカット値），耐衝撃性（デュポン式），鉛筆引っかき値（試験器Ｓ Ｋ ５６５１

法），耐屈曲性，耐水性，耐アルカリ性，耐酸性，耐塩水噴霧性及び促進耐候性（キセノンランプ法）の試験結果が記

載されていなければならない。

4.2 提出書類

提出書類は，次による。

契約の相手方は， に基づく品質証明書及び社内試験成績書の写しを納入場所に１部提出するもa) ＪＩＳ Ｚ １６０１

のとする。

契約の相手方は，危険物輸送容器に該当する場合は，（財）日本舶用品検定協会の発行した危険物容器検査証又はそb)

の写しを納入場所に１部提出するものとする。

原案作成部課等名：航空自衛隊 補給本部第１部





 

 

 

 D S P 防 衛 省 仕 様 書

 

灯 油 

Ｋ  ２ ２ ０ ８ Ｅ
 

制定 

改正 

昭和 ４８． ３．３０

平成 ２１． ４．１３ 

（ＫＥＲＯＳＩＮＥ） 

 

 

1  総則  

1.1 適用範囲  

この仕様書は，暖房，ちゅう房，灯火，石油発動機，溶剤，洗浄用などに使用する灯油について規定する。 

1.2 製品の呼び方  

製品の呼び方は，表１による。 

表１－製品の呼び方 

製品の呼び方 物 品 番 号 納 入 区 分 

灯油１号 
９１４０－００２－９６９４－５ バルク 

９１４０－００１－９４１７－５ ドラム 

1.3 引用文書  

この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書の一部をなすものであり，入札書又

は見積書の提出時における最新版とする。 

a) 規格 

ＪＩＳ Ｋ ２２０３ 灯油 

ＪＩＳ Ｋ ２２４９ 原油及び石油製品－密度試験方法及び密度・質量・容量換算表 

ＮＤＳ Ｚ ０００１ 包装の総則 

b) 仕様書 

ＤＳＰ Ｚ １００２ 鋼製ドラム，２００Ｌ 

c) 法令等 

工業標準化法（昭和２４年法律第１８５号） 

揮発油等の品質の確保等に関する法律（昭和５１年法律第８８号） 

2  製品に関する要求 

品質は，ＪＩＳ Ｋ ２２０３による。 

3  品質保証 

検査は，ＪＩＳ Ｋ ２２０３によるものとし，それぞれ品質の規定に適合しなければならない。 

4  出荷条件 

4.1 容器 

 容器は，ＤＳＰ Ｚ １００２に規定する鋼製ドラムとする。防衛省のドラムに入れて納入する場合は，所要の修理及び完 

全な洗浄を行い，その外面塗装は，ＤＳＰ Ｚ １００２ に規定する塗料，塗色とする。 

4.2 表示 

表示は，ＮＤＳ Ｚ ０００１による。ただし，陸上・海上・航空各自衛隊の標識は，“防衛省”と替えて表示する。 

なお，特にドラム胴部に標識線を施す場合は，調達要領指定書により指定するものとする。 
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２． 

Ｋ ２２０８Ｅ 

4.3 納入単位   

納入単位は，１５℃における容量（Ｌ）とする。ただし，バルク調達のうちタンクローリーで納入する際は，特に指定しない限り， 

温度換算は行わないものとする。 

5  その他の指示  

納入の際，以下の成績書等を提出するものとする。 

5.1 測定結果 

測定結果は，ＪＩＳ Ｋ ２２４９によって，密度（１５℃）ｇ／㎝３を測定した結果とする。 

5.2 成績書等 

  成績書等は，次による。 

a) 工業標準化法第１９条第１項の規定に基づく表示（ＪＩＳ Ｋ ２２０３に該当するものであることの表示）の許可を受

けているものについては，社内試験成績書とする。 

b) 前 a)以外のものについては，揮発油等の品質の確保等に関する法律第１６条の２第１項，第１７条の３第２項及び第１７条

の４第３項の規定に基づき告示された分析機関の品質保証資料とする。 



 
防衛省仕様書改正票 Ｄ Ｓ Ｐ 

   Ｚ １００２Ｆ（２）  

  鋼製ドラム，２００Ｌ 

 

制定 昭和４４年 ３月１５日 

    改正 令和 ３年１１月２９日 

（ＤＲＵＭ，ＳＨＩＰＰＩＮＧ ＡＮＤ ＳＴＯＲＡＧＥ） 

この改正票は，ＤＳＰ Ｚ １００２Ｆ（鋼製ドラム，２００Ｌ）についてのもの

であり，ＤＳＰ Ｚ １００２Ｆ（１）を含め累積記載されている。この改正票は

ＤＳＰ Ｚ １００２Ｆと併用される。 

 

1.4 a) 規格 中  

 “ＪＩＳ Ｋ ５６００－７－７ 塗料一般試験方法－第７部：塗膜の長期耐久性－第７節：促進耐候性（キセノンランプ

法）” を “ＪＩＳ Ｋ ５６００－７－７ 塗料一般試験方法－第７部：塗膜の長期耐久性－第７節：促進耐候性及び促進耐

光性（キセノンランプ法）” に 

“ＪＩＳ Ｚ １６０１ 鋼性タイトヘッドドラム” を “ＪＩＳ Ｚ １６０１ 鋼製タイトヘッドドラム” に改める。 

 

1.4 b) 法令等 中 “工業標準化法（昭和２４年法律第１８５号）” を “産業標準化法（昭和２４年法律第１８５号）” に改める。 

 

2.1 認定 中 “工業標準化法（昭和２４年法律第１８５号）” を “産業標準化法（昭和２４年法律第１８５号）”に改める。 

 

3 品質保証 を次のように改める。 

3 品質保証 

検査は，表２によるほか，契約担当官等の定める監督及び検査実施要領による。 

  



２． 

Ｚ １００２Ｆ（２） 

 
表２―品質保証 

検 査 項 目  試 験 方 法  判 定 基 準  

材 料   2.2の規 定 による。 

構 造 ・形 状 ・寸 法 ・容 量 ・質 量  2.3の規 定 による。 

口 金  2.4の規 定 による。 

塗 装  2.5の規 定 による。 

品 質  外 観  2.6の規 定 による。 

性 能  気 密 性  危 険 物 船 舶 運 送 及 び貯 蔵 規 則

第 １１３条 に基 づいて，登 録 検 査

機 関 ２ ） が 定 め た「 危 険 物 の 容 器

及 び 包 装 の 検 査 試 験 基 準 （ 小

型 容 器 ）」による。（以 下 ，危 険 物

の 容 器 及 び 包 装 の 検 査 試 験 基

準 （小 型 容 器 ）という。） 

危 険 物 の 容 器 及 び 包 装 の 検 査

試 験 基 準 （ 小 型 容 器 ） の 規 定 に

よる。 落 下 強 度  

耐 圧 （水 圧 ）性  

積 重 ね強 度  

製 品 の表 示   2.7の規 定 による。 

注 2 )  （一 財 ）日 本 舶 用 品 検 定 協 会  

 

 

4.1 承認用見本等 を次 のように改 める。 

4.1 承認用見本等 

契 約 の相 手 方 は，外 面 塗 装 に産 業 標 準 化 法 に基 づく認 証 を受 けていない同 等 品 を使 用 する場 合 は，外

面 塗 料 の製 品 検 査 証 明 書 又 はこれに準 ずるもの ３ ）を契 約 担 当 官 等 に３部 提 出 するものとする。また，特 に調

達 要 領 指 定 書 によって指 定 する場 合 は，外 面 塗 料 の色 見 本 （２００㎜×５０㎜のブリキ板 に塗 装 を施 したもの。）

を３部 提 出 し，承 認 を得 なければならない。 

注 3 )  フタル酸 樹 脂 エナメルの場 合 は，Ｊ ＩＳ  Ｋ  ５ ５７２ の試 験 項 目 のうち，耐 屈 曲 性 ，引 っかき硬

度 （鉛 筆 法 ），耐 水 性 ，耐 酸 性 及 び促 進 耐 候 性 の試 験 結 果 が記 載 されていなければならない。アミノア

ルキド樹 脂 塗 料 の場 合 は，ＪＩＳ  Ｋ  ５６５１ の試 験 項 目 のうち，付 着 性 （クロスカット値 ），耐 衝

撃 性 （デュポン式 ），鉛 筆 引 っかき値 （試 験 器 法 ），耐 屈 曲 性 ，耐 水 性 ，耐 アルカリ性 ，耐 酸 性 ，耐 塩 水

噴 霧 性 及 び促 進 耐 候 性 及 び促 進 耐 光 性 （キセノンランプ法 ）の試 験 結 果 が記 載 されていなければなら

ない。 

 

4.2 提出書類 b) を次 のように改 める。 

b) 契 約 の相 手 方 は，危 険 物 輸 送 容 器 に該 当 する場 合 は，（一 財 ）日 本 舶 用 品 検 定 協 会 の発 行 した危 険

物 容 器 検 査 証 又 はその写 しを納 入 場 所 に１部 提 出 するものとする。 

 

原 案 作 成 部 課 等 名  を次 のとおり改 める。 

原 案 作 成 部 課 等 名 ：航 空 自 衛 隊  補 給 本 部 需 品 部  

 



Ｄ Ｓ Ｐ防 衛 省 仕 様 書

Ｚ １ ０ ０ ２ Ｆ
制定 昭和４４ ３．１５．鋼製ドラム，２００Ｌ
改正 平成２２．１２．２８

（ＤＲＵＭ，ＳＨＩＰＰＩＮＧ ＡＮＤ ＳＴＯＲＡＧＥ）

1 総則

1.1 適用範囲

この仕様書は，石油又はこれと類似の非腐食性液体の貯蔵及び輸送に容器として用いる呼び容量２００ Ｌの鋼製ドラム（以

下，ドラムという。）について規定する。

1.2 種類

種類は， による。表１

表１－種類

種類 物品番号

１．２ ㎜ ８１１０－１６２－２１１４－５

１．６ ㎜ ８１１０－０１１－９９５３－５

1.3 製品の呼び方

製品の呼び方は，仕様書の名称及び種類による。

鋼製ドラム，２００ Ｌ，１．２ ㎜例

1.4 引用文書

この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書の一部を成すものであり，入札書

又は見積書の提出時における最新版とする。

a) 規格

フタル酸樹脂エナメルＪＩＳ Ｋ ５５７２

塗料一般試験方法－第５部：塗膜の機械的性質－第１節：耐屈曲性（円筒形マンＪＩＳ Ｋ ５６００－５－１

ドレル法）

塗料一般試験方法－第５部：塗膜の機械的性質－第３節：耐おもり落下性ＪＩＳ Ｋ ５６００－５－３

塗料一般試験方法－第５部：塗膜の機械的性質－第４節：引っかき硬度（鉛筆法）ＪＩＳ Ｋ ５６００－５－４

塗料一般試験方法－第５部：塗膜の機械的性質－第６節：付着性（クロスカット法）ＪＩＳ Ｋ ５６００－５－６

塗料一般試験方法－第６部：塗膜の化学的性質－第１節：耐液体性（一般的方法）ＪＩＳ Ｋ ５６００－６－１

塗料一般試験方法－第６部：塗膜の化学的性質－第２節：耐液体性（水浸せき法）ＪＩＳ Ｋ ５６００－６－２

塗料一般試験方法－第７部：塗膜の長期耐久性－第１節：耐中性塩水噴霧性ＪＩＳ Ｋ ５６００－７－１

塗料一般試験方法－第７部：塗膜の長期耐久性－第７節：促進耐候性（キセノンラＪＩＳ Ｋ ５６００－７－７

ンプ法）

アミノアルキド樹脂塗料ＪＩＳ Ｋ ５６５１

鋼性タイトヘッドドラムＪＩＳ Ｚ １６０１

鋼製ドラム用口金ＪＩＳ Ｚ １６０４

標準色ＮＤＳ Ｚ ８２０１

法令等b)

工業標準化法（昭和２４年法律第１８５号）

194297
ハイライト表示

194297
ハイライト表示



２

Ｚ １００２Ｆ

危険物船舶運送及び貯蔵規則（昭和３２年運輸省令第３０号）

2 製品に関する要求

2.1 認定

この仕様書で調達される製品は，工業標準化法（昭和２４年法律第１８５号）の第１９条第１項の規定に基づく表示 の許可を1）

受けたものであるとともに，特に調達要領指定書によって指定する場合を除き，危険物船舶運送及び貯蔵規則第１１３条の規

定に基づく検査に合格した容器でなければならない。

に該当するものであることの表示。注 ＪＩＳ Ｚ １６０１1）

2.2 材料

ＪＩＳ Ｚ １６０１ ＪＩＳ Ｋ ５５７２ ＪＩＳ Ｋ ５６材料は， による。ただし，塗料については の２種若しくは

の２種２号又はこれらの同等品とし，塗色は の色番号２３１４ ＯＤ色とする。５１ ＮＤＳ Ｚ ８２０１

2.3 構造・形状・寸法・容量・質量

のドラムタイプＣ Ｍ級及びドラムタイプＣ Ｈ級の溶接ドラ構造，形状，寸法，容量及び質量は，ＪＩＳ Ｚ １６０１

ムのものによる。ただし，ドラム（ドラムタイプＣ Ｈ級）の胴体と天板及び地板は，ダブルシームで巻き締めをし，溶接により接

合したものとする。

2.4 口金

口金は， の で規定された，Ｇ２（大）及びＧ ／ （小）を用いる。プラグは，鋼製プラグ（ユニＪＩＳ Ｚ １６０４ 附属書Ｃ ３
４

クロめっき）とし，フランジ（ユニクロめっき）は圧入形とする。

2.5 塗装

塗装は， による。ただし，外面には， の塗料を塗装するものとし，乾燥塗膜の厚さは，１０ μｍＪＩＳ Ｚ １６０１ 2.2

～２５ μｍとする。

2.6 品質

品質は， による。ＪＩＳ Ｚ １６０１

2.7 製品の表示

製品の表示は， によるほか，危険物船舶運送及び貯蔵規則第１１３条の規定に基づく検査に合格しＪＩＳ Ｚ １６０１

た容器（以下，危険物輸送容器という。）は，効力を有する表示をドラム胴体及び地板の見やすい位置に表示する。

3 品質保証

検査は， によるほか，契約担当官等の定める監督及び検査実施要領による。表２

表２－品質保証

検査項目 試験方法 判定基準

の規定による。材料 2.2

の規定による。構造・形状・寸法・容量・質量 2.3

の規定による。口金 2.4

の規定による。塗装 2.5

の規定による。品質 外観 2.6

（ ）性 気密性 による。 のＪＩＳ Ｚ １６０１ ＪＩＳ Ｚ １６０１ 附属書１ 規定

能 落下強度 による。

耐圧性



３．

Ｚ １００２Ｆ

（続き）表２－品質保証

検査項目 試験方法 判定基準

ＪＩＳ Ｚ １６０１ ＪＩＳ Ｚ １６０１ 附属書１（規定）品質 性 積重ね強度 による。 の

能 による。

の規定による。2.7

4 その他の指示

4.1 承認用見本等

契約の相手方は，外面塗装に工業標準化法に基づく認証を受けていない同等品を使用する場合は，外面塗料の製品検査

証明書又はこれに準ずるもの を契約担当官等に３部提出するものとする。また，特に調達要領指定書によって指定する場合２）

は，外面塗料の色見本（２００ ㎜×５０ ㎜のブリキ板に塗装を施したもの。）を３部提出し，承認を得なければならない。

フタル酸樹脂エナメルの場合は， の試験項目のうち，耐屈曲性，引っかき硬度（鉛筆法），耐注 ＪＩＳ Ｋ ５５７２２）

ＪＩ水性，耐酸性及び促進耐候性の試験結果が記載されていなければならない。アミノアルキド樹脂塗料の場合は，

の試験項目のうち，付着性（クロスカット値），耐衝撃性（デュポン式），鉛筆引っかき値（試験器Ｓ Ｋ ５６５１

法），耐屈曲性，耐水性，耐アルカリ性，耐酸性，耐塩水噴霧性及び促進耐候性（キセノンランプ法）の試験結果が記

載されていなければならない。

4.2 提出書類

提出書類は，次による。

契約の相手方は， に基づく品質証明書及び社内試験成績書の写しを納入場所に１部提出するもa) ＪＩＳ Ｚ １６０１

のとする。

契約の相手方は，危険物輸送容器に該当する場合は，（財）日本舶用品検定協会の発行した危険物容器検査証又はそb)

の写しを納入場所に１部提出するものとする。

原案作成部課等名：航空自衛隊 補給本部第１部



防 衛 省 仕 様 書 改 正 票           Ｄ Ｓ Ｐ 

                           Ｋ ２２０９Ｅ（２） 
軽      油            制定 昭和４８年３月３０日 

改正 令和 ２年８月２１日 

（ＤＩＥＳＥＬ ＦＵＥＬ） 

 

この改正票は，ＤＳＰ Ｋ ２２０９Ｅ（軽油）についてのものであり，ＤＳＰ 

Ｋ ２２０９Ｅ（１）を含め累積記載されている。この改正票はＤＳＰ Ｋ ２

２０９Ｅと併用される。 

 

1.4 a) 規格 中  

“ＪＩＳ Ｋ ２２４９ 原油及び石油製品－密度試験方法及び密度・質量・容量換算表” を 

“ＪＩＳ Ｋ ２２４９－１ 原油及び石油製品－密度の求め方－第１部：振動法 

ＪＩＳ Ｋ ２２４９－２ 原油及び石油製品－密度の求め方－第２部：浮ひょう法 

ＪＩＳ Ｋ ２２４９－３ 原油及び石油製品－密度の求め方－第３部：ピクノメータ法 

ＪＩＳ Ｋ ２２４９－４ 原油及び石油製品－密度の求め方－第４部：密度・質量・容量換算表” に改める。 

 

1.4 c) 法令等 中  

   “工業標準化法（昭和２４年法律第１８５号）”を 

   “産業標準化法（昭和２４年法律第１８５号）”に改める。 

 

5.1 測定結果 

“測定結果は，ＪＩＳ Ｋ ２２４９によって，密度（15℃）ｇ／ｃｍ3 を測定した結果とする。” を 

“測定結果は，ＪＩＳ Ｋ ２２４９－１，ＪＩＳ Ｋ ２２４９－２，ＪＩＳ Ｋ ２２４９－３又はＪＩＳ Ｋ 

２２４９－４によって，密度（１５ ℃）ｇ／ｃｍ3 を測定した結果とする。” に改める。 

 

5.2 成績書等 中 

“ a) 工業標準化法第１９条第１項の規定に基づく表示（ＪＩＳ Ｋ ２２０４に該当するものであることの表示）の許可を

受けているものについては，社内試験成績書とする。” を 

“ a) 産業標準化法第１９条第１項の規定に基づく表示（ＪＩＳ Ｋ ２２０４に該当するものであることの表示）の許可を

受けているものについては，社内試験成績書とする。” に改める。 

 

原案作成部課等名を次のように改める。 

原案作成部課等名 ： 防衛装備庁 調達管理部調達企画課類別・標準化企画室 

 

 

 



 

 

 

 D S P 防 衛 省 仕 様 書

 

軽 油 

Ｋ ２ ２ ０ ９ Ｅ
制定 

改正 

昭和 ４８． ３．３０

平成 ２１． ４．１３ 

（ＤＩＥＳＥＬ  ＦＵＥＬ） 

 

 

1 総則  

1.1 適用範囲  

この仕様書は，ディーゼル機関及び艦船のガスタービン並びにボイラーの燃料として使用する軽油について規定する。 

1.2 種類  

種類は，表１による。 

表１－種類 

種  類 物 品 番 号 納入区分 注    記 

特１号 
９１４０－４１８－３１８４－５ バルク 

ＪＩＳ Ｋ ２２０４の特１号のもの。
９１４０－４１８－３１８５－５ ドラム 

特１号（免税） 
９１４０－１６５－６７２３－５ バルク 

９１４０－１６５－６７２４－５ ドラム 

1 号 
９１４０－２９９－０２０２－５ バルク 

ＪＩＳ Ｋ ２２０４の１号のもの。 
９１４０－２９９－０２０３－５ ドラム 

1 号（免税） 
９１４０－１６５－６７２５－５ バルク 

９１４０－１６５－６７２６－５ ドラム 

2 号 
９１４０－００２－９６９１－５ バルク 

ＪＩＳ Ｋ ２２０４の２号のもの。 
９１４０－００１－９４１５－５ ドラム 

2 号（免税） 
９１４０－１６５－６７２７－５ バルク 

９１４０－１６５－６７２８－５ ドラム 

2 号（艦船用） 

（免税） 
９１４０－３１７－１９５３－５ バルク 

引火点，流動点，蒸留性状９０％留出

温度及び目詰まり点を除き，ＪＩＳ

Ｋ ２２０４の２号のもの。 

3 号 
９１４０－００２－９６９２－５ バルク 

ＪＩＳ Ｋ ２２０４の３号のもの。 

９１４０－００１－９４１４－５ ドラム 

3 号（免税） 
９１４０－１６５－６７２９－５ バルク 

９１４０－１６５－６７３０－５ ドラム 

4 号 
９１４０－００２－９６９３－５ バルク 

ＪＩＳ Ｋ ２２０４の特３号のもの。
９１４０－００１－９４１３－５ ドラム 

4 号（免税） 
９１４０－１６５－６７３１－５ バルク 

９１４０－１６５－６７３２－５ ドラム 

1.3 製品の呼び方  

製品の呼び方は，仕様書の名称及び種類による。 

例 軽油 特１号 

1.4 引用文書 

この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書の一部をなすものであり，入札書又

は見積書の提出時における最新版とする。 
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２． 

Ｋ ２２０９Ｅ 

a) 規格 

ＪＩＳ Ｋ ２２０４ 軽油 

ＪＩＳ Ｋ ２２４９ 原油及び石油製品－密度試験方法及び密度・質量・容量換算表 

ＮＤＳ Ｚ ０００１ 包装の総則 

b) 仕様書 

ＤＳＰ Ｚ １００２ 鋼製ドラム，２００Ｌ 

c) 法令等 

工業標準化法（昭和２４年法律第１８５号） 

揮発油等の品質の確保等に関する法律（昭和５１年法律第８８号） 

2  製品に関する要求 

 品質は次による。 

a) 特１号及び特１号（免税）は，ＪＩＳ Ｋ ２２０４の特１号による。 

b) １号及び１号（免税）は，ＪＩＳ Ｋ ２２０４の１号による。 

c) ２号及び２号（免税）は，ＪＩＳ Ｋ ２２０４の２号による。 

d) ２号（艦船用）（免税）は，ＪＩＳ Ｋ ２２０４の２号による。ただし，引火点は６１℃を超えるものとし，流動点及び目詰

まり点は特に調達要領指定書で指定する場合を除き，流動点は－５℃以下，目詰まり点は－２℃以下とする。また，蒸留

性状９０％留出温度は３６０℃以下とする。 

e) ３号及び３号（免税）は，ＪＩＳ Ｋ ２２０４の３号による。 

f) ４号及び４号（免税）は，ＪＩＳ Ｋ ２２０４の特３号による。 

3  品質保証 

検査は，ＪＩＳ Ｋ ２２０４によるものとし，それぞれ品質の規定に適合しなければならない。 

4  出荷条件 

4.1 容器 

 容器は，ＤＳＰ Ｚ １００２に規定する鋼製ドラムとする。防衛省のドラムに入れて納入する場合は，所要の修理及び

完全な洗浄を行い，その外面塗装は，ＤＳＰ Ｚ １００２ に規定する塗料，塗色とする。 

4.2 表示 

表示は，ＮＤＳ Ｚ ０００１による。ただし，陸上・海上・航空各自衛隊の標識は，“防衛省”と替えて表示する。 

4.3 納入単位 

納入単位は，１５℃における容量（Ｌ）とする。ただし，バルク調達のうちタンクローリーで納入する際は，特に指定しない限り，

温度換算は行わないものとする。 

5  その他の指示  

納入の際，以下の成績書等を提出するものとする。 

5.1  測定結果 

測定結果は，ＪＩＳ Ｋ ２２４９によって，密度（１５℃）ｇ／㎝３を測定した結果とする。 

5.2  成績書等 

 成績書等は次による。 

a) 工業標準化法第１９条第１項の規定に基づく表示（ＪＩＳ Ｋ ２２０４に該当するものであることの表示）の許可を受けている

ものについては，社内試験成績書とする。 

b) 前 a)以外のものについては，揮発油等の品質の確保等に関する法律第１６条の２第１項，第１７条の３第２項及び第１７条

の４第３項の規定に基づき告示された分析機関の品質保証資料とする。 


